
福島第⼀原⼦⼒発電所
ＦタンクエリアＮ５タンク⽔位上昇について

【概要】
 本⽇（11⽉25⽇）午後１時17分、５・６号機滞留⽔浄化装置にて浄化した⽔をＦタンクエリアＮ
２タンクへ移送中に、同エリアにあるＮ５タンクの⽔位上昇を当社社員が確認したことから、当該設備を
停⽌しました。

 Ｎ２タンクへの移送停⽌後、Ｎ５タンクの⽔位を監視していたところ、Ｎ５タンクの⽔位上昇は、Ｎ２タ
ンクからＮ５タンクへ⽔が流⼊した可能性があると、午後３時に判断しました。

 Ｎ５タンクについては、散⽔基準を満⾜していることを確認し、11⽉22⽇から順次散⽔を実施しており、
分析していないＮ２タンクの⽔が流⼊し、分析前の⽔が散⽔された可能性があります。

 Ｎ２タンクからＮ５タンクへの⽔の流⼊に関する原因については、現在確認中です。
 今後、Ｎ２タンクの分析を実施し、結果が分かり次第お知らせします。
 なお、５・６号機滞留⽔は、５・６号機の建屋周辺の地下⽔が建屋内に流⼊した⽔をくみ上げたもの
です。
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【参考】５・６号機滞留⽔処理設備概略図
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【５，６号機建屋滞留⽔処理⽅法】
①︓６号機T/B⇒Cタンクへ移送。
②︓Cタンク⇒N1タンクへ移送。
③︓浄化ユニット処理⇒N2 or N5タンクへ移送。
④︓サイクル運転により，タンク濃度を均⼀化
⑤︓サンプリング後，構内散⽔

※再浄化ラインは浄化ユニット処理⽔のサンプリング結果
に異常があった際にN1タンク移送し，再処理を⾏う。

ROは戻り⽔(濃縮⽔)が
発⽣するため，建屋滞留

⽔処理に使⽤せず。



【参考】タンク内⽔位トレンドグラフ
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